
当院にて使用するCOVID-19経口治療薬

一般名 販売名 適応疾患 用法用量
透析患者への投与

(白鷺病院 CKD患者

に関する薬剤情報より)

文献

胃酸分泌

抑制

胃粘膜壁細胞

のH2受容体を

遮断

ファモチジン
ガスター

D錠

胃潰瘍、十二指腸

潰瘍、吻合部潰

瘍、上部消化管出

血（消化性潰瘍、

急性ストレス潰瘍、

出血性胃炎によ

る）、逆流性食道

炎、Zollinger-

Ellison症候群

＜胃潰瘍、十二指腸潰瘍、

吻合部潰瘍、上部消化管

出血、逆流性食道炎、

Zollinger-Ellison症候群

＞通常、成人は1回1錠(主

成分として20mg)を1日2回

（朝食後、夕食後又は就

寝前）に服用、又は1回2

錠（40mg）を1日1回

（就寝前）に服用。

透析後20mg、または

1日1回10mg内服。
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酵素活性

阻害

異常亢進

抑制

生体のキニン生成

系、線溶系、凝固系

及び補体系に作用

し、その酵素活性をす

みやかに阻害し異常

亢進抑制

カモスタットメ

シル酸塩
フオイパン錠

慢性膵炎におけ

る急性症状の緩

解

通常600mgを3回に分けて

経口投与。

症状により適宜増減。

尿中への活性代謝物の排

泄率が低い為、減量の必

要はないと思われる。

3）Zhou Y, et al. Protease

inhibitors targeting

coronavirus and filovirus entry.

Antiviral Res. 2015
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ニルマトレルビ

ル・・・抗ウイル

ス薬

リトナビル・・・

抗HIV薬

【ニルマトレルビル】

ウイルスの増殖に必

要な酵素である

SARS-CoV-2のメイ

ンプロテアーゼの作用

を阻害

【リトナビル】

ニルマトレルビルの代

謝（分解）を遅ら

せ、ウイルスに作用す

る濃度を長時間体内

で維持

ニルマトレルビ

ル／

リトナビル

パキロビッド

パック

発症から5日以内に、ニルマ

トレルビル300mg、リトナビ

ル100mgを1日2回、5日

間経口投与。(但し、年齢

12歳以上且つ40kg以上を

対象とする)

※薬物相互作用多数の為

注意を要する。

30≦eGFR<60を対象と

し、ニルマトレルビル

150mg、リトナビル

100mg1日2回

(eGFR<30は非推奨)

※白鷺病院薬剤情報に

は未記載

抗SARS-

CoV-2モノク

ローナル抗体

SARS-CoV-2

に対する中和作

用

ソトロビマブ

（遺伝子組

換え）

ゼビュディ

通常、成人及び12歳以上

かつ体重40kg以上の小児

には、ソトロビマブ（遺伝子

組換え）として500mgを単

回点滴静注する。

SARS-CoV-2による感染症

の症状発現から1週間程度

までを目安に投与。

調整不要

※白鷺病院薬剤情報に

は未記載

ウイルスのRNA合成

を阻害する直接作用
レムデシビル

ベクルリー点

滴静注用

SARS-CoV-2

による肺炎を有

する患者

通常、成人及び体重40kg

以上の小児には、投与初日

に 200mg を、 2日目以降

は100mg を 1日1回点滴

静注。通常、体重 3.5kg

以上 40kg 未満の小児に

は、投与初日に 5mg/kg

を、投与 2日目以降は

2.5mg/kg を 1日1回点滴

静注。総投与期間は 10日

まで。

調整不要

活性本体である

NHC-TPがウイルス

由来RNA依存性

RNAポリメラーゼによ

りウイルスRNAに取り

込まれ、ウイルスRNA

の複製エラーが増加

し、ウイルスの増殖を

阻害

モルヌピラビル

カプセル
ラゲブリオ

SARS-CoV-2によ

る感染症の重症化

リスク因子の保有

者。

※重症度の高い感

染症患者に対する

有効性は確立して

いない。

通常、18歳以上の患者に

は、モルヌピラビルとして1回

800mgを1日2回、5日間

経口投与。

調整不要

※白鷺病院薬剤情報に

は未記載

インフルエンザウ

イルスのノイラミ

ニダーゼ阻害

オセルタミビル

リン酸塩
タミフル

A型又はB型イン

フルエンザウイル

ス感染症

＜治療＞通常、成人及び

体重37.5kg以上の小児に

はオセルタミビルとして1回

75mgを1日2回、5日間経

口投与。

＜予防＞通常、成人にはオ

セルタミビルとして1回75mg

を1日1回、7〜10日間経

口投与。

＜治療＞

1回75mgを単回投与す

ると5日間有効治療濃度

が維持。75mg服用5日

後、症状が残ればさらに

75mgを服用。
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作用機序

抗ウイルス薬

SARS-CoV-2

による感染症


